


ミニディスクロージャー 2014［9月期］

　平素より「中央しんきん」をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　この度、皆さまに中央しんきんをよりご理解いただくために「ミニディスクロージャー2014　9月期」を作成いたしましたので
ご高覧下さい。
　今後とも地域のお客様にとって信頼される存在であるよう役職員一同尽力してまいりますので、より一層のご愛顧とご支
援を賜りますようお願い申し上げます。

　預金積金につきましては、多くのお客さまに親しみを感じていただけるよう努めてまいりました結果、平成26年9月末の実績は平成
26年3月末より109億円増加し、1,787億円となりました。
　個人預金残高は1,247億円と預金全体に占める割合は69.8％となっております。当金庫が地域金融機関として、地元の個人のお客
さまを中心とした預金業務を行っていることがご理解いただけると思います。
　貸出金につきましては、地域経済の活性化に寄与するため地域の皆さまの資金ニーズに積極的な対応を続けてまいりましたが、地方
公共団体等への貸出残高の減少や卸・小売業およびサービス業等への短期事業資金の需要低迷を主因に、平成26年9月末の実績は平
成26年3月末より43億円減少し、1,032億円となりました。

預金及び貸出金の状況

　預金・貸出金業務等金融機関の基礎的な業務にかかる利益でありま
す業務純益は、運用利回りの低下に伴う資金利益の減少を要因として、
前年同期に比較して45百万円減益の175百万円となりました。経常利
益は貸出金の不良債権処理費用が減少したことから、同31百万円の増
益となる143百万円、当期純利益は129百万円と、それぞれ前年同期
実績を上回る利益を計上することが出来ました。
　なお、貸倒引当金は、当金庫の資産査定の基準に基づき、個別企業の
最新の財務データを反映させた自己査定を実施して算出しております。

　平成26年9月計数は、平成26年9月末を基準日として当金庫の定める資産査定の基準に基づき債務者区分の見直しを行ない、個々
の債務者の債権額及び担保・保証等による回収見込額を同月末の残高に洗い替えて算定しております。

　厳しい経済情勢の下、お客さまの借入金の条件変更等に関するご相談・お申込みに真摯にお応えするとともに、中小企業のお客様に対す
る経営相談や経営改善に向けた支援を強化し、更に、住宅ローンのお客さまにはライフプランに即したご提案をさせていただいておりま
す。当金庫は、地域経済の発展に寄与するため、これからも金融円滑化にきめ細かく対応してまいります。

損益の状況

金融再生法ベースの債権区分による開示

中小企業金融円滑化の実施状況の概要

貸出金の内訳（業種別貸出残高状況）

有価証券の時価情報

　自己資本比率とは金融機関の健全性を示す代表的な指標で、一般的には総資産に対する「自己資本」の割合のことをいい、その比率
が高いほど経営が健全で安定しているとされています。当金庫の自己資本比率は、国内業務に特化する金融機関が健全と認定される
基準（国内基準）の4％を大きく上回っており、安心してお取引いただける金融機関です。
　なお、平成26年3月期より新しい自己資本規制（バーゼルⅢ国内基準）に基づき、事業を継続する中で、損失を吸収できる質の高い資
本のみで構成される資本（コア資本）を分子として計算しています。

自己資本比率の状況

●満期保有目的の債券

項　　　目 金　　額

自己資本額①－②（A）

業 務 純 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

220

111

43

175

143

129

平成25年9月末 平成26年9月末

リスク・アセット等（B）

単体自己資本比率（Ａ／Ｂ×１００）

総所要自己資本額

コア資本に係る基礎項目の額①

コア資本に係る調整項目の額②

７,698

７,698

－

７7,276

9.96%

3,091

（単位：百万円）

（単位：％）

（単位：億円）
（単位：億円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

1,677

1,075

平成26年3月末

1,787

1,032

平成26年9月末 平成26年9月末

預金

個人

一般法人

公金

金融機関

貸出金

（注）　１．時価は、末日における市場価格等に基づいております。　　　　　　　　　　２．上記の「その他」は、外国証券です。
　　　３．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

（注）　１．貸借対照表計上額は、末日における市場価格等に基づいております。  ２．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託です。
　　　３．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

●その他有価証券

区　　分

合　　計

区　　分

（単位：百万円）
（単位：百万円、％）

（単位：百万円）

製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業                      
鉱 業 、採 石 業 、砂 利 採 取 業                       
建 設 業                      
電 気・ガス・熱供給・水道業                      
情 報 通 信 業                      
運 輸 業 、 郵 便 業                      
卸 売 業 、 小 売 業                      
金 融 業 、 保 険 業                      
不 動 産 業                      
物 品 賃 貸 業                      
学術研究、専門・技術サービス業                       
宿 泊 業                      
飲 食 業                      
生活関連サービス業、娯楽業                       
教 育 、 学 習 支 援 業                      
医 療 、 福 祉                      
そ の 他 の サ ー ビ ス                      
小 計                      
国 ・ 地 方 公 共 団 体                      
個 人                     
合 計                      

平成26年3月末
貸出先数 貸出金残高 構成比

平成26年3月末現在　　（単位：百万円） 平成26年9月末現在　　（単位：百万円）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
　　　　  2,334

危険債権　 9,262

要管理債権　775

ごあいさつ

（保全率100.00％）

（保全率86.90％）

（保全率47.02％）

○このディスクロージャー誌は、当金庫の仮決算処理に基づき、自主的に開示するものであります。　○開示しております計数は、単位未満を切り捨てて記載しております。
○平成25年9月末（期）及び平成26年9月末（期）の計数は、会計監査人の監査を受けておりません。

●預金・貸出金の推移 ●預金者別預金残高の構成

1,247

371

164 2

総所要自己資本額 ＝ リスク・アセット等の額× 4％

8

10

自己資本比率

6

4

2

0
平成25年9月末 平成26年3月末 平成26年9月末

259
17
26
6

495
6
3
51
548
11
171
2
20
30
217
105
14
60
238

2,279
10

10,417
12,706

7,920
118
117
125

14,428
201
24

1,775
12,312
3,814
13,250
257
447

1,315
2,736
2,427
671

5,070
5,573
72,588
9,916
25,066
107,570

7.3
0.1
0.1
0.1
13.4
0.1
0.0
1.6
11.4
3.5
12.3
0.2
0.4
1.2
2.5
2.2
0.6
4.7
5.1
67.4
9.2
23.2
100.0

平成26年9月末
貸出先数 貸出金残高 構成比

259
17
28
5

481
8
2
52
533
10
170
2
20
29
207
106
14
62
228

2,233
10

10,284
12,527

7,576
124
135
141

13,686
715
20

1,739
12,189
3,828
12,524
247
443

1,296
2,725
2,386
808

5,020
5,331
70,943
7,470
24,791
103,206

7.3
0.1
0.1
0.1
13.3
0.7
0.0
1.7
11.8
3.7
12.1
0.2
0.4
1.3
2.6
2.3
0.8
4.9
5.2
68.7
7.2
24.0
100.0

10.21 10.05 9.96

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

国　　債
地 方 債
社　　債
そ の 他
小　　計
国　　債
地 方 債
社　　債
そ の 他
小　　計

－　
799

1,568
358

2,725
－　
－　
52
390
442

3,168

－　
842

1,642
376

2,860
－　
－　
51
379
431

3,291

－　
42
73
18
134
－　
－　
△ 0
△ 11
△ 11
123

－　
776

1,626
559

2,962
－　
－　
－　
－　
－　

2,962

－　
823

1,703
601

3,128
－　
－　
－　
－　
－　

3,128

－　
46
77
42
166
－　
－　
－　
－　
－　
166

平成26年3月末 平成26年9月末
貸借対照表計上額 時　価 差　額 貸借対照表計上額 時　価 差　額

区　　分

合　　計

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株　　　式
債　　　券
　国　　債
　地 方 債
　社　　債
そ　の　他
小　　　計
株　　　式
債　　　券
　国　　債
　地 方 債
　社　　債
そ　の　他
小　　　計

19
19,757
5,484
2,647
11,624
4,526
24,303

－　
882
199
－　
682

2,484
3,367
27,670

16
19,259
5,228
2,564
11,466
4,449
23,726

－　
900
200
－　
700

2,821
3,721
27,448

3
497
255
83
158
76
577
－　
△ 17
△ 0
－　
△ 17
△ 336
△ 354
222

21
18,617
4,110
2,964
11,542
5,612
24,252

－　
696
299
－　
396

2,673
3,369
27,622

16
18,135
3,923
2,859
11,352
5,458
23,610

－　
699
299
－　
400

2,885
3,584
27,195

5
481
186
105
189
154
641
－　
△ 3
△ 0
－　
△ 3

△ 211
△ 214
426

平成26年3月末 平成26年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差　額 貸借対照表計上額 取得原価 差　額

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
　　　　  2,409

危険債権　 9,034

要管理債権　401

（保全率100.00％）

（保全率87.13％）

（保全率57.93％）

下表には平成26年9月30日までの累計を記載しております。
中小企業者

件　数 金　額 件　数 金　額
住宅資金借入者

貸出条件の変更等の申込みを受けた貸付債権
うち、実行した件数・金額
うち、謝絶した件数・金額
うち、審査中の件数・金額
うち、取下げした件数・金額

6,201
5,956
136
34
75

78,944 
74,622
2,540
627

1,153

185
134
34
0
17

2,256
1,648
449
0

159

※「謝絶」とは、申込みを受けて審査の結果「実
行」に至らなかった貸付債権、「取下げ」とは、
お客様の意思で申込みを取りやめた貸付債
権をいいます。

●時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券

子 会 社 ・ 子 法 人 等 株 式

その他有価証券　非上場株式（店頭売買株式を除く）

その他有価証券　投資事業有限責任組合出資持分

平成26年3月末区　　　　　　分 平成26年9月末

（単位：百万円）

－

38

39

－

38

39

国内基準
4％

正常債権
96,505

正常債権
92,743
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危険債権　 9,262

要管理債権　775

ごあいさつ

（保全率100.00％）

（保全率86.90％）

（保全率47.02％）

○このディスクロージャー誌は、当金庫の仮決算処理に基づき、自主的に開示するものであります。　○開示しております計数は、単位未満を切り捨てて記載しております。
○平成25年9月末（期）及び平成26年9月末（期）の計数は、会計監査人の監査を受けておりません。

●預金・貸出金の推移 ●預金者別預金残高の構成

1,247

371

164 2

総所要自己資本額 ＝ リスク・アセット等の額× 4％

8

10

自己資本比率

6

4

2

0
平成25年9月末 平成26年3月末 平成26年9月末

259
17
26
6

495
6
3
51
548
11
171
2
20
30
217
105
14
60
238

2,279
10

10,417
12,706

7,920
118
117
125

14,428
201
24

1,775
12,312
3,814
13,250
257
447

1,315
2,736
2,427
671

5,070
5,573
72,588
9,916
25,066
107,570

7.3
0.1
0.1
0.1
13.4
0.1
0.0
1.6
11.4
3.5
12.3
0.2
0.4
1.2
2.5
2.2
0.6
4.7
5.1
67.4
9.2
23.2
100.0

平成26年9月末
貸出先数 貸出金残高 構成比

259
17
28
5

481
8
2
52
533
10
170
2
20
29
207
106
14
62
228

2,233
10

10,284
12,527

7,576
124
135
141

13,686
715
20

1,739
12,189
3,828
12,524
247
443

1,296
2,725
2,386
808

5,020
5,331
70,943
7,470
24,791
103,206

7.3
0.1
0.1
0.1
13.3
0.7
0.0
1.7
11.8
3.7
12.1
0.2
0.4
1.3
2.6
2.3
0.8
4.9
5.2
68.7
7.2
24.0
100.0

10.21 10.05 9.96

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

国　　債
地 方 債
社　　債
そ の 他
小　　計
国　　債
地 方 債
社　　債
そ の 他
小　　計

－　
799

1,568
358

2,725
－　
－　
52
390
442

3,168

－　
842

1,642
376

2,860
－　
－　
51
379
431

3,291

－　
42
73
18
134
－　
－　
△ 0
△ 11
△ 11
123

－　
776

1,626
559

2,962
－　
－　
－　
－　
－　

2,962

－　
823

1,703
601

3,128
－　
－　
－　
－　
－　

3,128

－　
46
77
42
166
－　
－　
－　
－　
－　
166

平成26年3月末 平成26年9月末
貸借対照表計上額 時　価 差　額 貸借対照表計上額 時　価 差　額

区　　分

合　　計

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株　　　式
債　　　券
　国　　債
　地 方 債
　社　　債
そ　の　他
小　　　計
株　　　式
債　　　券
　国　　債
　地 方 債
　社　　債
そ　の　他
小　　　計

19
19,757
5,484
2,647
11,624
4,526
24,303

－　
882
199
－　
682

2,484
3,367
27,670

16
19,259
5,228
2,564
11,466
4,449
23,726

－　
900
200
－　
700

2,821
3,721
27,448

3
497
255
83
158
76
577
－　
△ 17
△ 0
－　
△ 17
△ 336
△ 354
222

21
18,617
4,110
2,964
11,542
5,612
24,252

－　
696
299
－　
396

2,673
3,369
27,622

16
18,135
3,923
2,859
11,352
5,458
23,610

－　
699
299
－　
400

2,885
3,584
27,195

5
481
186
105
189
154
641
－　
△ 3
△ 0
－　
△ 3

△ 211
△ 214
426

平成26年3月末 平成26年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差　額 貸借対照表計上額 取得原価 差　額

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
　　　　  2,409

危険債権　 9,034

要管理債権　401

（保全率100.00％）

（保全率87.13％）

（保全率57.93％）

下表には平成26年9月30日までの累計を記載しております。
中小企業者

件　数 金　額 件　数 金　額
住宅資金借入者

貸出条件の変更等の申込みを受けた貸付債権
うち、実行した件数・金額
うち、謝絶した件数・金額
うち、審査中の件数・金額
うち、取下げした件数・金額

6,201
5,956
136
34
75

78,944 
74,622
2,540
627

1,153

185
134
34
0
17

2,256
1,648
449
0

159

※「謝絶」とは、申込みを受けて審査の結果「実
行」に至らなかった貸付債権、「取下げ」とは、
お客様の意思で申込みを取りやめた貸付債
権をいいます。

●時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券

子 会 社 ・ 子 法 人 等 株 式

その他有価証券　非上場株式（店頭売買株式を除く）

その他有価証券　投資事業有限責任組合出資持分

平成26年3月末区　　　　　　分 平成26年9月末

（単位：百万円）

－

38

39

－

38

39

国内基準
4％

正常債権
96,505

正常債権
92,743



ミニディスクロージャー 2014［9月期］

　平素より「中央しんきん」をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　この度、皆さまに中央しんきんをよりご理解いただくために「ミニディスクロージャー2014　9月期」を作成いたしましたので
ご高覧下さい。
　今後とも地域のお客様にとって信頼される存在であるよう役職員一同尽力してまいりますので、より一層のご愛顧とご支
援を賜りますようお願い申し上げます。

　預金積金につきましては、多くのお客さまに親しみを感じていただけるよう努めてまいりました結果、平成26年9月末の実績は平成
26年3月末より109億円増加し、1,787億円となりました。
　個人預金残高は1,247億円と預金全体に占める割合は69.8％となっております。当金庫が地域金融機関として、地元の個人のお客
さまを中心とした預金業務を行っていることがご理解いただけると思います。
　貸出金につきましては、地域経済の活性化に寄与するため地域の皆さまの資金ニーズに積極的な対応を続けてまいりましたが、地方
公共団体等への貸出残高の減少や卸・小売業およびサービス業等への短期事業資金の需要低迷を主因に、平成26年9月末の実績は平
成26年3月末より43億円減少し、1,032億円となりました。

預金及び貸出金の状況

　預金・貸出金業務等金融機関の基礎的な業務にかかる利益でありま
す業務純益は、運用利回りの低下に伴う資金利益の減少を要因として、
前年同期に比較して45百万円減益の175百万円となりました。経常利
益は貸出金の不良債権処理費用が減少したことから、同31百万円の増
益となる143百万円、当期純利益は129百万円と、それぞれ前年同期
実績を上回る利益を計上することが出来ました。
　なお、貸倒引当金は、当金庫の資産査定の基準に基づき、個別企業の
最新の財務データを反映させた自己査定を実施して算出しております。

　平成26年9月計数は、平成26年9月末を基準日として当金庫の定める資産査定の基準に基づき債務者区分の見直しを行ない、個々
の債務者の債権額及び担保・保証等による回収見込額を同月末の残高に洗い替えて算定しております。

　厳しい経済情勢の下、お客さまの借入金の条件変更等に関するご相談・お申込みに真摯にお応えするとともに、中小企業のお客様に対す
る経営相談や経営改善に向けた支援を強化し、更に、住宅ローンのお客さまにはライフプランに即したご提案をさせていただいておりま
す。当金庫は、地域経済の発展に寄与するため、これからも金融円滑化にきめ細かく対応してまいります。

損益の状況

金融再生法ベースの債権区分による開示

中小企業金融円滑化の実施状況の概要

貸出金の内訳（業種別貸出残高状況）

有価証券の時価情報

　自己資本比率とは金融機関の健全性を示す代表的な指標で、一般的には総資産に対する「自己資本」の割合のことをいい、その比率
が高いほど経営が健全で安定しているとされています。当金庫の自己資本比率は、国内業務に特化する金融機関が健全と認定される
基準（国内基準）の4％を大きく上回っており、安心してお取引いただける金融機関です。
　なお、平成26年3月期より新しい自己資本規制（バーゼルⅢ国内基準）に基づき、事業を継続する中で、損失を吸収できる質の高い資
本のみで構成される資本（コア資本）を分子として計算しています。

自己資本比率の状況

●満期保有目的の債券

項　　　目 金　　額

自己資本額①－②（A）

業 務 純 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

220

111

43

175

143

129

平成25年9月末 平成26年9月末

リスク・アセット等（B）

単体自己資本比率（Ａ／Ｂ×１００）

総所要自己資本額

コア資本に係る基礎項目の額①

コア資本に係る調整項目の額②

７,698

７,698

－

７7,276

9.96%

3,091

（単位：百万円）

（単位：％）

（単位：億円）
（単位：億円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

1,677

1,075

平成26年3月末

1,787

1,032

平成26年9月末 平成26年9月末

預金

個人

一般法人

公金

金融機関

貸出金

（注）　１．時価は、末日における市場価格等に基づいております。　　　　　　　　　　２．上記の「その他」は、外国証券です。
　　　３．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

（注）　１．貸借対照表計上額は、末日における市場価格等に基づいております。  ２．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託です。
　　　３．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

●その他有価証券

区　　分

合　　計

区　　分

（単位：百万円）
（単位：百万円、％）

（単位：百万円）

製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業                      
鉱 業 、採 石 業 、砂 利 採 取 業                       
建 設 業                      
電 気・ガス・熱供給・水道業                      
情 報 通 信 業                      
運 輸 業 、 郵 便 業                      
卸 売 業 、 小 売 業                      
金 融 業 、 保 険 業                      
不 動 産 業                      
物 品 賃 貸 業                      
学術研究、専門・技術サービス業                       
宿 泊 業                      
飲 食 業                      
生活関連サービス業、娯楽業                       
教 育 、 学 習 支 援 業                      
医 療 、 福 祉                      
そ の 他 の サ ー ビ ス                      
小 計                      
国 ・ 地 方 公 共 団 体                      
個 人                     
合 計                      

平成26年3月末
貸出先数 貸出金残高 構成比

平成26年3月末現在　　（単位：百万円） 平成26年9月末現在　　（単位：百万円）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
　　　　  2,334

危険債権　 9,262

要管理債権　775

ごあいさつ

（保全率100.00％）

（保全率86.90％）

（保全率47.02％）

○このディスクロージャー誌は、当金庫の仮決算処理に基づき、自主的に開示するものであります。　○開示しております計数は、単位未満を切り捨てて記載しております。
○平成25年9月末（期）及び平成26年9月末（期）の計数は、会計監査人の監査を受けておりません。

●預金・貸出金の推移 ●預金者別預金残高の構成

1,247

371

164 2

総所要自己資本額 ＝ リスク・アセット等の額× 4％
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自己資本比率
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平成25年9月末 平成26年3月末 平成26年9月末

259
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6
3
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2
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2,279
10

10,417
12,706

7,920
118
117
125

14,428
201
24

1,775
12,312
3,814
13,250
257
447

1,315
2,736
2,427
671

5,070
5,573
72,588
9,916
25,066
107,570

7.3
0.1
0.1
0.1
13.4
0.1
0.0
1.6
11.4
3.5
12.3
0.2
0.4
1.2
2.5
2.2
0.6
4.7
5.1
67.4
9.2
23.2
100.0

平成26年9月末
貸出先数 貸出金残高 構成比

259
17
28
5

481
8
2
52
533
10
170
2
20
29
207
106
14
62
228

2,233
10

10,284
12,527

7,576
124
135
141

13,686
715
20

1,739
12,189
3,828
12,524
247
443

1,296
2,725
2,386
808

5,020
5,331
70,943
7,470
24,791
103,206

7.3
0.1
0.1
0.1
13.3
0.7
0.0
1.7
11.8
3.7
12.1
0.2
0.4
1.3
2.6
2.3
0.8
4.9
5.2
68.7
7.2
24.0
100.0

10.21 10.05 9.96

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

国　　債
地 方 債
社　　債
そ の 他
小　　計
国　　債
地 方 債
社　　債
そ の 他
小　　計

－　
799

1,568
358

2,725
－　
－　
52
390
442

3,168

－　
842

1,642
376

2,860
－　
－　
51
379
431

3,291

－　
42
73
18
134
－　
－　
△ 0
△ 11
△ 11
123

－　
776

1,626
559

2,962
－　
－　
－　
－　
－　

2,962

－　
823

1,703
601

3,128
－　
－　
－　
－　
－　

3,128

－　
46
77
42
166
－　
－　
－　
－　
－　
166

平成26年3月末 平成26年9月末
貸借対照表計上額 時　価 差　額 貸借対照表計上額 時　価 差　額

区　　分

合　　計

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株　　　式
債　　　券
　国　　債
　地 方 債
　社　　債
そ　の　他
小　　　計
株　　　式
債　　　券
　国　　債
　地 方 債
　社　　債
そ　の　他
小　　　計

19
19,757
5,484
2,647
11,624
4,526
24,303

－　
882
199
－　
682

2,484
3,367
27,670

16
19,259
5,228
2,564
11,466
4,449
23,726

－　
900
200
－　
700

2,821
3,721
27,448

3
497
255
83
158
76
577
－　
△ 17
△ 0
－　
△ 17
△ 336
△ 354
222

21
18,617
4,110
2,964
11,542
5,612
24,252

－　
696
299
－　
396

2,673
3,369
27,622

16
18,135
3,923
2,859
11,352
5,458
23,610

－　
699
299
－　
400

2,885
3,584
27,195

5
481
186
105
189
154
641
－　
△ 3
△ 0
－　
△ 3

△ 211
△ 214
426

平成26年3月末 平成26年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差　額 貸借対照表計上額 取得原価 差　額

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
　　　　  2,409

危険債権　 9,034

要管理債権　401

（保全率100.00％）

（保全率87.13％）

（保全率57.93％）

下表には平成26年9月30日までの累計を記載しております。
中小企業者

件　数 金　額 件　数 金　額
住宅資金借入者

貸出条件の変更等の申込みを受けた貸付債権
うち、実行した件数・金額
うち、謝絶した件数・金額
うち、審査中の件数・金額
うち、取下げした件数・金額

6,201
5,956
136
34
75

78,944 
74,622
2,540
627

1,153

185
134
34
0
17

2,256
1,648
449
0

159

※「謝絶」とは、申込みを受けて審査の結果「実
行」に至らなかった貸付債権、「取下げ」とは、
お客様の意思で申込みを取りやめた貸付債
権をいいます。

●時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券

子 会 社 ・ 子 法 人 等 株 式

その他有価証券　非上場株式（店頭売買株式を除く）

その他有価証券　投資事業有限責任組合出資持分

平成26年3月末区　　　　　　分 平成26年9月末

（単位：百万円）

－

38

39

－

38

39

国内基準
4％

正常債権
96,505

正常債権
92,743






